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1.  平成22年2月期第3四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 82,372 ― 17,647 ― 18,331 ― 10,101 ―

21年2月期第3四半期 72,455 12.3 15,752 16.9 15,261 9.8 8,685 7.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 134.16 ―

21年2月期第3四半期 115.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 93,332 62,285 65.3 809.04
21年2月期 81,119 54,123 65.7 707.92

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  60,916百万円 21年2月期  53,302百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 15.00 ― 17.00 32.00
22年2月期 ― 16.00 ―

22年2月期 
（予想）

19.00 35.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 108,750 11.7 21,730 7.4 22,070 12.5 12,050 8.7 160.04
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて 
  おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等 
  については「定性的情報・財務諸表等 ３．連結業績予想に関する定性的情報（４ページ目）」をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計 
  基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い、四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 83,627,318株 21年2月期  83,627,318株

② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  8,332,874株 21年2月期  8,332,750株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第3四半期 75,294,514株 21年2月期第3四半期 75,294,626株

-　2　-



 下記前年同期比較に関する情報は、参考情報として記載しております。 

業績の状況 

 当第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）におけるわが国経済は、アジアを中心

に海外経済は持ち直しの動きが広がっており景気は下げ止まっているものの、依然として雇用情勢の悪化や景気の下

振れ懸念、デフレや金融資本市場の変動の影響など、個人消費を下押しするリスクが存在している状況にあります。

 シューズ業界におきましては、経済対策の効果もあり一部消費マインドは持ち直しているものの、アパレル業界に

おける急速なファストファッション化も相まって、低価格志向や目的買いの傾向が続いております。また、円高に起

因する原材料価格の低下によって売上総利益率の改善は期待できる一方、既存商業施設の集客力は低下しており全体

としては厳しい環境が続いております。 

 このような状況下、当社グループは、期初に策定した販売戦略を実行し、商品カテゴリー毎にデザイン、機能、価

格といった特徴を訴求する商品開発や販売促進を強化し、消費者の購買意欲の喚起に注力してまいりました。また、

当四半期においても積極的な出店を行い、国内については27店舗、期初からの９ヶ月間で68店舗の新規出店を行いま

した。子会社が展開する韓国においても当四半期で４店舗、９ヶ月間で14店舗の新規出店を行いました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間（９ヶ月）における連結業績は、売上高は823億72百万円（前年同期比

13.7％増）、営業利益は176億47百万円（前年同期比12.0％増）、経常利益は183億31百万円（前年同期比20.1％

増）、四半期純利益（９ヶ月）は101億１百万円（前年同期比16.3％増）となりました。  

 所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 国内  

商品面につきましては、前四半期から引き続きレディースシューズが好調に推移いたしました。品質を保ちな

がら戦略的な価格設定をした自社商品「リアル・レザー」シリーズが好調に推移したほか、当四半期においては自

社商品のレディースブランド「ヌオーヴォ」も飛躍的な伸長率となり、幅広い年齢層において新しい顧客層にアプ

ローチすることができました。同時に、女性客の増加により親子でご購入いただく機会も増加し、キッズカテゴリ

ーも前四半期に続き売上を伸ばしております。また、レザーカジュアルカテゴリーにおいても、ウォーキングシュ

ーズを中心に「リアル・レザー」シリーズが好調に推移したほか、トレンドに沿った商品提案としてワークブーツ

を打ち出すことにより、高価格帯のワークブーツも好調に推移いたしました。 

 店舗展開におきましては、当四半期に27店舗、９ヶ月間で68店舗の出店を遂げることができました。これによ

り、当四半期末時点（平成21年11月30日）の国内店舗数は503店舗（閉店９店舗）となりました。出店の特徴とし

ては、既存商業施設のリニューアルに伴う出店が、68店舗中43店舗となりました。 

 当四半期における国内店舗の売上高増収率につきましては、全店（通信販売含む）で前年同期比13.6％増、既存

店で前年同期比2.0％増となりました。景気の悪化による買い控えから、客単価は６％程低下しましたが、客数は

既存店で８％程増加しました。また、当第３四半期（９ヶ月）の売上高増収率については、全店（通信販売含む）

で前年同期比13.1％増、既存店で前年同期比0.6％減となりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間（９ヶ月）の国内における売上高は753億73百万円、営業利益は165億

76百万円となりました。なお、前年同期比較については、前第３四半期連結累計期間においては、所在地別セグメ

ントの開示を行っていないため記載しておりません。 

② 海外（韓国）  

 海外につきましては、韓国の連結子会社ABC-MART KOREA,INC.（12月決算）が当四半期に４店舗、９ヶ月間で14

店舗出店し、当該子会社の四半期末時点（平成21年９月30日）で65店舗となりました。 

 当第３四半期（９ヶ月）における同社の業績は、ウォン安により売上原価は上昇しているものの、国内景気は輸

出企業の業績好調などにより回復し、売上高は73億17百万円（前年同期比21.3％増）、営業利益は10億85百万円

（前年同期比2.3％減）となりました。ウォンベースでの売上高は956億56百万ウォン（前年同期比34.9％増）、営

業利益は141億92百万ウォン（前年同期比8.7％増）となりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間（９ヶ月）の海外における売上高は73億17百万円、営業利益は11億21

百万円となりました。なお、前年同期比較については、前第３四半期連結累計期間においては、所在地別セグメン

トの開示を行っていないため記載しておりません。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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(1）資産、負債及び純資産の状況  

 流動資産合計は、前連結会計年度末と比べ31億88百万円増加し、435億73百万円となりました。主な要因は、有形

固定資産の取得等による現金及び預金の減少65億61百万円及び商品の増加60億70百万円等によるものであります。 

 固定資産合計は、前連結会計年度末と比べ90億24百万円増加し、497億59百万円となりました。主な要因は、株式

会社ユナイテッドアローズの株式取得に伴う関係会社株式の増加68億86百万円、有形固定資産の取得及び敷金保証金

の増加等22億91百万円によるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末と比べ40億50百万円増加し、310億47百万円となりました。主な要因は、今後の事

業計画に基づく銀行からの長期借入50億円等によるものであります。 

 純資産合計は、前連結会計年度末と比べ81億62百万円増加し、622億85百万円となりました。主な要因は、四半期

純利益及び配当金の支払によるものであります。  

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べ63億88百万円減少

し、150億57百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動は、21億72百万円の収入となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益181億60百万円、

減価償却費13億92百万円、売上債権の増加額16億12百万円、たな卸資産の増加額60億26百万円、及び法人税等の支

払による支出90億56百万円等を反映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動は、122億78百万円の支出となりました。この主な要因は、関係会社株式の取得による支出68億32百万

円、新規出店及び店舗改装等に伴う有形固定資産の取得による支出47億79百万円、及び敷金保証金の差入による支

出11億85百万円等を反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動は、36億77百万円の収入となりました。この主な要因は、銀行借入れによる収入61億62百万円及び配当

金の支払による支出24億84百万円等を反映したものであります。 

 当第３四半期連結累計期間の業績は概ね予想どおりに推移しており、平成22年２月期第２四半期決算短信（平成21

年10月７日公表）において発表いたしました業績予想からの変更はありません。 

  なお、当社は、長期的に安定した配当を行うことを重視するとともに、経営成績および配当性向なども考慮したう

えで、株主への利益還元を実施しております。 

 当期の期末配当予想につきましては、当第３四半期までの業績が順調であることを踏まえ、当初予定より１株当た

り３円増配（前期末配当と比べ２円増配）し、19円に修正することといたしました。なお、平成22年５月開催予定の

当社第25回定時株主総会に付議する予定であります。 

 これにより、年間配当金は、前期より１株当たり３円増加の35円となる見通しであります。  

 詳細につきましては、平成21年12月７日公表の「平成22年２月期配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。 

  

 該当事項はありません。 

① 簡便な会計処理 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

（税金費用の計算）  

 税金費用については、四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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（会計処理方法の変更）  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７

月５日公表分 企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。  

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用  

 第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。  

④「リース取引に関する会計基準」の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によ

っております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

（表示方法の変更）  

 （四半期連結貸借対照表関係） 

① 財務諸表等規則の一部を改正する内閣府令（平成20年８月７日内閣府令第50号）が適用となることに伴い、

前連結会計年度において、「たな卸資産」として掲記されていたものは、第１四半期連結会計期間から「商

品」及び「貯蔵品」に区分掲記しております。なお、「貯蔵品」は、資産総額の100分の１以下であるため、

流動資産の「その他」に含めて表示しております。また、前連結会計年度の「たな卸資産」に含まれる「商

品」「貯蔵品」は、それぞれ14,413,011千円、15,154千円であります。 

② 前連結会計年度において流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「設備支払手形」は、負債及び

純資産の合計額の100分の１以下となったため、流動負債の「支払手形及び買掛金」に含めて表示しておりま

す。なお、前連結会計年度「その他」に含まれていた「設備支払手形」は1,311,226千円であります。 

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,092,561 21,654,129

受取手形及び売掛金 2,777,289 1,553,340

たな卸資産 － 14,428,165

商品 20,498,443 －

繰延税金資産 733,014 715,346

その他 4,473,101 2,034,787

貸倒引当金 △1,094 △793

流動資産合計 43,573,315 40,384,975

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,645,652 12,298,210

減価償却累計額 △5,351,075 △4,543,012

建物及び構築物（純額） 8,294,576 7,755,198

車両運搬具及び船舶 522,221 509,082

減価償却累計額 △287,532 △212,304

車両運搬具及び船舶（純額） 234,688 296,777

土地 19,417,985 17,202,704

建設仮勘定 640 1,666,477

その他 1,802,167 1,281,804

減価償却累計額 △848,693 △603,130

その他（純額） 953,473 678,673

有形固定資産合計 28,901,364 27,599,831

無形固定資産   

その他 739,151 808,236

無形固定資産合計 739,151 808,236

投資その他の資産   

投資有価証券 126,489 127,815

関係会社株式 6,886,914 －

敷金及び保証金 11,929,240 10,939,622

その他 1,175,839 1,259,193

投資その他の資産合計 20,118,483 12,326,631

固定資産合計 49,759,000 40,734,699

資産合計 93,332,316 81,119,674
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,524,150 8,900,338

短期借入金 9,857,797 8,685,162

未払法人税等 3,274,643 4,747,927

賞与引当金 844,504 425,964

その他 3,118,768 3,846,831

流動負債合計 25,619,864 26,606,224

固定負債   

長期借入金 5,000,000 －

その他 427,286 390,422

固定負債合計 5,427,286 390,422

負債合計 31,047,150 26,996,646

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,482,930 3,482,930

資本剰余金 7,488,686 7,488,686

利益剰余金 72,774,312 65,157,424

自己株式 △22,319,068 △22,318,787

株主資本合計 61,426,861 53,810,254

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10,404 40,749

繰延ヘッジ損益 △18,493 －

為替換算調整勘定 △502,328 △548,192

評価・換算差額等合計 △510,417 △507,443

少数株主持分 1,368,721 820,216

純資産合計 62,285,165 54,123,028

負債純資産合計 93,332,316 81,119,674
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 82,372,198

売上原価 35,085,840

売上総利益 47,286,358

販売費及び一般管理費  

荷造運搬費 999,695

広告宣伝費 3,578,868

保管費 605,042

役員報酬及び給料手当 8,486,502

賞与 159,617

賞与引当金繰入額 844,504

法定福利及び厚生費 995,036

地代家賃 7,707,451

減価償却費 1,392,208

水道光熱費 877,761

支払手数料 1,170,988

租税公課 313,219

貸倒引当金繰入額 300

その他 2,507,771

販売費及び一般管理費合計 29,638,968

営業利益 17,647,390

営業外収益  

受取利息 13,162

為替差益 272,991

持分法による投資利益 177,151

受取家賃 223,832

保険配当金等収入 35,585

広告媒体収入 62,130

その他 173,109

営業外収益合計 957,962

営業外費用  

支払利息 115,919

賃貸費用 140,364

その他 17,384

営業外費用合計 273,668

経常利益 18,331,684

特別損失  

固定資産除却損 30,622

減損損失 140,136

特別損失合計 170,758

税金等調整前四半期純利益 18,160,926

法人税、住民税及び事業税 7,561,442

法人税等調整額 △6,563

法人税等合計 7,554,879

少数株主利益 504,438

四半期純利益 10,101,607
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 18,160,926

減価償却費 1,392,208

賞与引当金の増減額（△は減少） 418,540

貸倒引当金の増減額（△は減少） 300

受取利息及び受取配当金 △13,765

支払利息 115,919

為替差損益（△は益） △191,037

持分法による投資損益（△は益） △177,151

固定資産除売却損益（△は益） 30,622

減損損失 140,136

保険配当金等収入 △35,585

売上債権の増減額（△は増加） △1,612,772

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,026,646

仕入債務の増減額（△は減少） △281,319

その他 △614,033

小計 11,306,342

利息及び配当金の受取額 18,717

利息の支払額 △95,622

法人税等の支払額 △9,056,829

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,172,607

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 196,252

投資有価証券の取得による支出 △49,759

有形固定資産の取得による支出 △4,779,239

無形固定資産の取得による支出 △36,864

店舗撤去に伴う支出 △6,697

関係会社株式の取得による支出 △6,832,258

保険積立金の積立による支出 △943

保険積立金の満期及び解約による収入 67,285

貸付けによる支出 △212,867

貸付金の回収による収入 19,803

敷金及び保証金の差入による支出 △1,185,331

敷金及び保証金の回収による収入 289,786

その他の支出 △54,483

その他の収入 306,708

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,278,608

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,162,375

長期借入れによる収入 5,000,000

配当金の支払額 △2,484,719

自己株式の取得による支出 △280

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,677,374

現金及び現金同等物に係る換算差額 39,838

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,388,787

現金及び現金同等物の期首残高 21,446,497

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,057,709

株式会社エービーシー・マート（2670）　平成22年２月期 第３四半期決算短信

-　9　-



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日） 

 当社グループは、主に靴を中心とした商品の販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当

事項はありません。 

（事業区分の方法の変更）  

 前連結会計年度まで、事業の種類別セグメントとして「シューズ関連事業」及び「その他事業」に区分して

おりましたが、「シューズ関連事業」の今後の拡大、また「その他事業」が主にライセンス事業であり、自社

商品である「HAWKINS」ブランドの商標使用に基づくライセンス収入であることから、区分して表示すべき重

要性が低下したため、「その他事業」を「シューズ関連事業」に組み入れ、「シューズ関連事業」のみの単一

の事業区分に変更いたしました。  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日） 

（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日) 

（注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 「その他の地域」は、香港、台湾であります。 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

（千円） 
韓国

（千円） 
計

（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 売上高        

(1）外部顧客に対する売上高    75,093,910    7,278,287    82,372,198 －    82,372,198

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高  279,725  39,424  319,150  (319,150) － 

計  75,373,636  7,317,712  82,691,349  (319,150)  82,372,198

 営業利益  16,576,944  1,121,642  17,698,586  (51,196)  17,647,390

〔海外売上高〕

  
韓国

（千円） 
その他の地域
（千円） 

計 
（千円） 

 Ⅰ 海外売上高    7,317,712    549,919    7,867,632

 Ⅱ 連結売上高 － －  82,372,198

 Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 8.9    0.7    9.6

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成20年３月１日～11月30日） 

科目 

前年同四半期
（平成21年２月期 
第３四半期） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  72,455

Ⅱ 売上原価  31,270

売上総利益  41,185

Ⅲ 販売費及び一般管理費  25,432

営業利益  15,752

Ⅳ 営業外収益  573

Ⅴ 営業外費用  1,065

経常利益  15,261

Ⅵ 特別利益  154

Ⅶ 特別損失  170

税金等調整前四半期純利益  15,244

税金費用  6,474

少数株主利益  84

四半期純利益  8,685
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品目別販売実績 

① 当第３四半期連結累計期間における品目別の販売実績は以下のとおりであります。 

  （注）１ 第１四半期連結会計期間より、単一セグメントに変更したため、事業の種類別セグメントを記載しておりま

せん。そのため、従来まで「その他事業」に記載しておりました金額は、「その他」に含めて記載しており

ます。なお、当第３四半期連結累計期間における従来までの「その他事業」の売上高は、102,134千円であ

ります。 

    ２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

６．その他の情報

 品目別 
当第３四半期連結累計期間

（千円） 
前年同期比（％）
（ご参考）  

スポーツ  42,299,300  10.4

レディース  11,312,270  29.2

レザーカジュアル  11,261,762  21.7

ビジネス  5,986,850  6.6

キッズ  4,665,103  26.0

サンダル  2,956,485  △13.4

その他 （注）１  3,890,425  15.0

売上高合計   82,372,198  13.7
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